学習指導要領とリスニング－OC導入の影響
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　2003年度より高等学校では、新学習指導要領が施行される。1994～2002年度における指導要領では、オーラル・コミュニケーション（OC）が必修科目として導入され、実践的コミュニケーション能力の育成が強調された。新学習指導要領でも、英語ⅠあるいはOCを選択必修科目として履修しなければならない。英語教育の視点を「読む」と「書く」から「話す」と「聞く」へ向けたという意味で、OCの導入は画期的なものだったと言える。しかし、OC導入の実際の効果、影響を調査した研究は少ない。

本発表は、神奈川県で実施されている県下一斉テスト（熟達度テスト）を分析し、OC導入前後でのリスニング・テストの内容の変化、高校生のリスニング力の変化を検証した。その結果、OC導入前後においてリスニング部門のテスト問題の質・量の変化が見られた。テストの質には関しては、単語や文法事項などの知識を問う問題よりも必要な情報を得るような問題が増えており、量に関しては、リスニングの配点や問題の語数が増えていた。つまり、リスニング問題自体は、1994年前後で質的・量的な変化が確認された。個人のリスニング能力に関しては、OC導入によって生徒がリスニング能力を伸ばしたかどうかは判明しなかったが、異なる２校の比較では、総合点の差ほどリスニングの成績には差がないが有意差は認められること、総合点が高くてもリスニングの成績がよいとは限らないことが判明した。

リスニングに関する指導は、多くの高校では1学年でOCを通して行なわれている。2学年以降にリスニングを重視した授業を受けている生徒が少ないにもかかわらず、学年が上がるにつれてリスニング・テストの難易度も高まっていく。生徒の中には、自分のリスニング能力とテストで要求されているリスニング力との差に愕然とし、リスニングに対して苦手意識をもつ者も多い。リスニング問題自体は、徐々に改善されているが、OC以外の科目におけるリスニング指導について考える必要があるであろう。

